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大豆シストセンチユウ防除に関する研究

野崎光夫・浅野清美・井上　　傲

（宮城県衆試）

宮城県における大豆栽培両静は約17，000血〃（昭35）に

及んでいるが，内約70％はセンチュウ発生面街と推定さ

れ，10アール当り収量60毎以下という被害激甚地帯も可

成り分布している．センチュウ防除対策としては経済的

に問題は残るが，薬剤防除体制も出来つつあり，且ネマ

シラズの如き抵抗性の極強い品種の育成を見る等，その

対策は除々に確立しつつあるが，耕種面からの検討は少

ない．

著者等は昭和35年度より栽培方法を異にした場合の大

豆に対する影響並びに各作物によるシストの推移等につ

いて調査した．試験は継続中であるが現在までの調査結

果の概要を報告する．

1．試　　験　　方　　法

区　名

l年8　　　　　2年且　　　　　3年8　　　　4年8

月さかさ5年　　　昭．和光卑　　　昭和37年　　　翔か娼卑

l建　招　∧　E
r魚　堆肥）

2漣．イ乍　　B E
りl用巴乱当は伸l施用）

王座　4乍　L E
（PP温沈）

4．輪　咋　A　　区

5斡　イ乍　B R
rラグ／クロイで一）

6輯一弘・クモ入）巨
7異旺載楓　巨
【大鼓ラrノブや一′ト．）

8輪・持　　D　　〆、

9玲　析　　亡　　良

川輔　竹　下　　区

旭一入友一大豆一柏一組－■大泉－ス旦（三：芸）

A上（姐肥Il尊卑絶川）

a上（D．D．1日キロのみ伐れけル当り封い

7瑚一紘一王筍黍一一胡糊卜礪虜一入友一大豆（

列八ソオ叫べ－大豆

レ7ドアp・バー－大豆

仲●け＞ラけラス　　　ス豆

みてシラ．

ウコ‾タ1

供試品種並びに供試而穀　ウゴダイズ・ネマシラズ・

1区30I〝2，2区制．供試圃場加美郡色麻村王城寺原，排

水の極めて良い火山灰土壌，昭和33年より大豆連作圃場

である．昭和34年9月中旬の調査では乾土100g中にシ

スト数平均120でその分布は略均一である．従来栽培さ

れていた大豆は在来種（品種名不明）で10アール当り収

最は約40毎である．

2．試験結果及び考察

1．茎長・節数・茎の太さ・分枚数及び乗数について．

初年日（昭35）の結果，ネマシラズ・ウゴダイズとも

全く同様の懐向を示した．すなわちC区（DD清江）は

初期生育より極めて良く，茎長は最も高く次いで，B区

（堆肥施用）・A区（無堆肥）の順で，異睦栽培区は極

めて低く貧弱な生育を示した．節数・茎の太さ・分枚数

及び莱数についても，ほぼ同じ傾向が見られた．品種間

ではネマシラズの生育は極めて良好であった．

2年日（昭36）の結果，ネマシテズ・ウゴダイズとも

略同様の傾向をした．茎長については，B区・C区が高

くB区・C区の差はほとんど見られない．特にC区は前
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年に比し低いが，B区は逆に僅かに高くなる傾向を示し

た．次いでA区，異畦栽培区の順に低く且つ前年に比し

著しく低い．特に異睦栽培区は貧弱な生育で問題になら

ない．節数も同じ傾向であるが，前年に比し各区共減少

した．分枚数はB区が多く，次いでC区・A区・異瞳栽

培区の順となった．掛こネマシラズのB区は前年に比し

僅かであるが多かった．その他は前年より減少した．茎

の太さも同様の順であるが，ネマシラズのC区は前年と

品種名【区　　名

同程度で，A・B区は前年より綿々太かった．糞数につ

いてみるとB区が最も多く次いでC区・A区の順で異畦

栽培区は投も少ない．これを前年に比較すると，ウゴダ

イズはB区が前年より僅かに多い他は各区とも著しく低

下した．またネマシラズはB区・A区とも増加したが特

にB区の増加得度は凱著である．C区は糟減少しまた異

睦栽培区の減少は著しかった．

第1急栽培方法を異にした場合の大豆に対する影響
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2．百粒重について

初年目の結果，ネマシラズは一般に粒が大きく，なか

でもC区が27．8gと最も重く，次いで異睦栽培区・B区

であるが，異畦栽培区とB区の差は認められない．A区

は22．2タと最も軽く且つ前者との差が杓大きい．ウゴダ

イズも略同じ傾向であるが，A区と異畦栽培区との差は

見られない．また全般に粒が小さく最も重いC区におい

ても22．6gとなり且つ区間差は小さい．

2年日の結果，ネマシラズはC区・B区・異瞳栽培区

A区の順であるが区間差は小さい．最も重いC区におい

ても21．5タとなり，全般に著しく′J、さくなった．ウゴダ

イズは前年と同じ傾向を示し且つ椚小粒化した．

3．収量について

セソチュウ抵抗性の弱いウブダイズを連作した場合は

梅めて低収であり，昭36（連作4年日）では10アール当

り収量46ん才と前年の26％減と急激に下降した．しかしな

がら堆肥を運用した場合は，その効果は強者であり，堆

肥施用初年日で無堆肥区比44％増収　2年日では前年収

丑の26％増と上昇の傾向を示した．また薬剤を滞注（D

Dlアール当り3の　した場合は初年目の生育が極めて

旺盛で，その効果は極めて大きく，堆肥施用区の47％増

となったが，2年日では前年に比し28％減となり，堆肥

連用区に比較すると逆に15％減収となった．異畦栽培区

の大豆は前述の通り，生育が極めて貧弱で収量は問題に

ならない．特に2年日では生育中期にはなはだしく落葉

し且本葉も小さく，二葉程度の株も見られ，枯死寸前の

ものが多く，閲花数少なく，落莱多く，9月下旬には若

返り成熟期も稗遅延した．従って着葵数も著しく少な

く，収量は前年比60％減となった．

センチュウ抵抗性品種のネマシラズでは連作した場

合，昭35（連作3年日）での収丑は10アール当り138毎

でウゴダイズに比較すると220％と抵抗性は極めて強く

昭36（連作4年日）においても前年に比し収農の変化は

認められない．また堆肥の効果は極めて大きく，初年日

において32％増収，2年日では前年の約20％増収とウパ

ゴダイズ同様上昇の傾向を示した．薬剤処理したC区で
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は初年日の効果は蔽著で，78％増収となり，その効果は極

めて大きい．2年日では僅かに下降の煩向を示した．異

吐栽培区では初年日の収量はA区と変りないが，2年日

ではウゴダイズ同様生育は極めて悪く，急激に低下し，

前年度比60％減となった．

4．シスト数について

昭和36年度調査のシスト数についてみると第2表に示

す通り，8月上旬頃より急激に増加し，10月中旬頃最も

密度が高くなった．その発現の区間差はそのまま大豆生

育並びに収量の区間差として表われた（第1囲）．異畦

栽培区の大豆のシスト数は極めて多く，次いで連作A

（無堆肥）．連作B区（堆肥連用）と連作C区（DD擢

注）間では，C区は相多いが大きな差は認められないす

なわち昭和35年度にDD滞注を行なったC区のシスト数

（ウゴダイズ・ネマラシズの平均値）は急激に増加し

た．これに反し堆肥連用区のシスト数は漸減の傾向を示

した・今回は同一梅内に抵抗性の弱いウゴダイズと抵抗

性のネマシラズの2品種を作付けしたので，管理等の面

でセソチュウの移動が可成り行なわれたものと思われる

がそれにもかかわらず第1図に示すようにネマシラズの

シスト数の減少は著しいものがある．また輪作B区（ラ

ジノクローバー）並びに異睦栽培区のラジノクローバー

はセソチュウ捕獲作物といわれていた通り，2年日のシ

第2表．シ　ス　ト　数　の

スト数は極めて少なくなっているが，輪作C区（オーチ

ヤードグラス）・輪作A区（禾本科作物の連作）の自然

減少も極めて大きいことは注目すべきことである．
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第1図．シスト数と大豆収量との関係

推　移（乾土100g中）




